
名古屋市蓬左文庫　    〒461-0023　名古屋市東区徳川町1001番地　TEL（052）935-2173　 FAX（052）935-2174

交 通 案 内

ご 利 用 案 内

「蓬左」第96号　☆平成３０年１１月２０日発行　☆編集・発行：名古屋市蓬左文庫　☆無料4,000部　☆不定期刊行　☆印刷：菱源（株）
※古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

ホームページ　http://housa.city.nagoya.jp/〈蔵書検索もできます。〉

■公共交通機関をご利用の場合
●名古屋駅より
【なごや観光ルートバス（メーグル）】

【 市 バ ス 】
【名鉄バス】
【　J　R　】 
【地下鉄】

●栄より
【 市 バ ス 】

 名古屋駅前11番のりば名古屋駅発着で平日30分～１時間に１本、土・日・休日は20分～30分に1本運行、
 4「徳川園・徳川美術館・蓬左文庫」下車徒歩1分
名古屋駅前10番のりば基幹２号系統、「徳川園新出来」下車徒歩３分
名鉄バスセンター３F　４番のりば基幹バス「三軒家」方面行「徳川園新出来」下車徒歩３分
JR中央本線、「大曽根」下車南出口より徒歩10分
東山線「藤が丘」方面行、「栄」で名城線「右回り」に乗り換え「大曽根」下車③番出口より
徒歩15分　桜通線「徳重」方面行、「車道」下車①番出口より徒歩15分

■お車をご利用の場合
　　蓬左文庫専用駐車場はありません。徳川園駐車場（有料　30分120円）をご利用下さい。

■休館日／月曜日（祝日・振替休日のときは直後の平日）※催事により変更することがあります。
 12月17日㈪～1月3日㈭は特別整理・年末年始により休館します。
■展示室／有料　一般：1400円　高大生：700円　小中生：500円（蓬左文庫・徳川美術館 共通観覧）
 平成31年1月4日㈮～2月3日㈰の一般の入館料は1200円となります。
 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
■閲覧室／無料　館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　午後1時～午後5時　【開架図書】午前9時30分～午後5時
 【複写サービス】保存など支障のない範囲で、CD-Rからのプリントアウトまたはマイクロフィルム複写などの方法により行います。電話・郵便による申込みも可。

地下鉄名城線

名鉄瀬戸線

基幹バス

徳川園
新出来

名古屋城

久屋大通

大曽根至大阪

蓬左文庫

徳川
美術館

徳川園

地下鉄桜通線丸の内 久屋大通

金山

上前津

名古屋 伏見

鶴舞

千種 今池

至東京

御器所

栄

栄町 地下鉄東山線
車道

地下鉄鶴舞線

JR中央本線

栄バスターミナル（オアシス21）3番のりば基幹2号系統、「徳川園新出来」下車徒歩3分

表紙：鶴の草子（つるのそうし） 作者未詳　１冊　29.2㎝×22.3㎝

鶴の草子（８頁参照）



2

蓬
左
文
庫
典
籍
研
究
会
に
つ
い
て

　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
は
、徳
川
家
康
の
没
後
尾
張

徳
川
家
に
分
与
さ
れ
た「
駿す

る

河が

御お

譲ゆ
ず
り

本ぼ
ん

」や
、初
代
尾
張

藩
主
義よ

し

直な
お

の
蔵
書
な
ど
、学
問
的
・
文
化
的
に
価
値
の

あ
る
典
籍
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、江
戸

時
代
中
期
以
降
の
も
の
で
は
あ
る
が
、尾
張
名
古
屋
の

古
代
学
を
支
え
た
学
者
た
ち
の
蔵
書
や
編
纂
物
も
残

さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
典
籍
は
日
本
の
古
代
史
研
究

上
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、蓬
左
文
庫
所
蔵
の
典
籍
は
、重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
金か

な

沢ざ
わ

文
庫
本『
続し

ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』や『
侍じ

中ち
ゅ
う

群ぐ
ん

要よ
う

』が
有
名
で
あ
る
一
方
、詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ
て

い
な
い
も
の
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、蓬

左
文
庫
は
二
三
〇
冊
も
の
分
量
が
あ
る「
日ひ

な
み次

記き

」を

所
蔵
し
て
い
る
が
、蓬
左
文
庫
の
蔵
書
目
録
に
記
載
さ

れ
て
い
る
情
報
は
、年
代（
天
暦
元
年〔
九
四
七
〕か
ら

仁
治
三
年〔
一
二
四
二
〕）と
編
著
者（
二に

条じ
ょ
う

良よ
し

基も
と

編
）、

書
写
時
期（
江
戸
中
期
）お
よ
び
寸
法
の
み
で
あ
り
、こ

の「
日
次
記
」が
ど
の
よ
う
な
典
籍
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
は
、こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い

の
が
現
状
で
あ
る（
図
１
）。

　

そ
こ
で
、二
〇
一
七
年
三
月
に
、名
古
屋
市
立
大
学

教
授
吉
田
一
彦
氏
・
愛
知
県
立
大
学
教
授
丸
山
裕
美
子

氏
・
筆
者
・
名
古
屋
市
立
大
学
研
究
員
浅
岡
悦
子
氏
・

同
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
手
嶋
大
侑
氏
に
、蓬
左

文
庫
長
鳥
居
和
之
氏
・
同
学
芸
員
木
村
慎
平
氏
を
加

え
、蓬
左
文
庫
典
籍
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、蓬
左
文
庫

が
所
蔵
す
る
日
本
古
代
史
関
係
の
典
籍
を
調
査
す
る

こ
と
と
し
た
。
同
年
四
月
以
降
、原
則
と
し
て
月
一
度

の
割
合
で
調
査
を
進
め
て
お
り
、十
月
に
は
大だ

い

幸こ
う

財
団

の
人
文
・
社
会
科
学
系
学
術
研
究
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、二
〇
一
八
年
に
は
名
古
屋
大
学
大

学
院
博
士
後
期
課
程
の
芝
田
早
希
氏
を
研
究
会
の
一

員
と
し
て
迎
え
、調
査
の
一
部
を
担
当
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

蓬
左
文
庫
所
蔵「
日
次
記
」に
つ
い
て

　
昨
年
度
末
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
、集
中
的
に
調
査

を
進
め
て
い
る
の
が
前
述
の
二
三
〇
冊
本「
日
次
記
」

（
請
求
番
号
六
六-

一
、図
２
・
３
）で
あ
る
。
こ
の「
日

次
記
」は
、全
体
が
甲こ

う

乙お
つ

丙へ
い

丁て
い

戊ぼ

己き

庚こ
う

辛し
ん

壬じ
ん

癸き

の
十
種

類
に
分
類
さ
れ
て
お
り（
十じ

ゅ
っ
か
ん干

分
類
）、そ
れ
ぞ
れ
目
録

一
冊（
合
計
一
〇
冊
）が
附
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、蓬

左
文
庫
に
は
三
五
冊
本
の「
日
次
記
」（
請
求
番
号
二

四-

三
）も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
二
三
〇
冊
本

の
う
ち
、甲
集
全
体
と
乙
集
の
一
部
の
み
の
零れ

い

本ほ
ん

で
あ

る
。

　
「
日
次
記
」附
載
の
目
録
に
よ
れ
ば
、甲
集
第
一
か
ら

蓬
左
文
庫
典て

ん

籍せ
き

研
究
会
の
活
動

図２　「日次記」の箱　名古屋市蓬左文庫蔵

図１　「日次記」の書誌情報
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第
一
二
ま
で
は『
九き

ゅ
う

暦り
ゃ
く』か

ら
院
政
期
ま
で
の
古
記
録
、

甲
集
第
一
三
か
ら
か
ら
丙
集
第
四
ま
で
は『
台た

い

記き

』、丙

集
第
五
か
ら
辛
集
第
一
六
ま
で
は『
玉ぎ

ょ
く

葉よ
う

』、辛
集
第
一

七
か
ら
壬
集
第
二
五
ま
で
は『
玉ぎ

ょ
く

蘂ず
い

』、壬
集
第
二
六
か

ら
癸
集
第
八
ま
で
は『
明め

い

月げ
つ

記き

』、癸
集
第
九
か
ら
第
一

九
ま
で
は『
玉
蘂
』・『
良よ

し

実ざ
ね

記き

』・『
実さ

ね

経つ
ね

記き

』、癸
集
第

二
〇
以
下
は
各
種
の
部ぶ

類る
い

記き

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、目
録
の
記
載
と
実
際
の
内
容
は
一
致
し
て
い
な
い

部
分
も
あ
る
の
で
、調
査
で
は「
日
次
記
」の
全
冊
を
繙ひ

も
と

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
誰
を
記き

主し
ゅ

と
す
る
古
記
録

な
の
か
を
確
認
し
て
い
る
。

「
日
次
記
」の
調
査
の
中
間
報
告

　
「
日
次
記
」の
写
本
は
、蓬
左
文
庫
だ
け
で
は
な
く
、

国
立
公
文
書
館（
内
閣
文
庫
本
、三
三
五
冊
本
・
二
二
〇

冊
本
・
一
一
七
冊
本
）、国
立
国
会
図
書
館（
一
五
四
冊

本
）、東
洋
文
庫（
岩
崎
文
庫
本
、二
二
九
冊
本
・
一
〇
冊

本
）、宮
内
庁
書
陵
部（
一
冊
本
・
一
三
冊
本
）で
も
所

蔵
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、ま
ず
本
年
七
月
に
筆
者
が
岩

崎
文
庫
二
二
九
冊
本
を
実
見
し
た
と
こ
ろ
、蓬
左
文
庫

二
三
〇
冊
本
と
同
様
に
十
干
分
類
で
あ
り
、方
形
朱
印

「
旧
和
歌
山
徳
川
氏
蔵
」が
捺
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

紀
伊
徳
川
家
の
旧
蔵
本
と
判
明
し
た
。
ま
た
、蓬
左
文

庫
所
蔵『
明
月
記
』（
請
求
番
号
二
四-

四
）附
属
の
土

井
能
登
守
書
状
・
水
戸
光み

つ

圀く
に

書
状
に
よ
れ
ば
、尾
張
藩

所
蔵
の「
日
次
記
」は
幕
府
の
文
庫
で
あ
る
紅
葉
山
文

庫
の
所
蔵
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、水
戸
光
圀
が

書
写
を
求
め
て
い
た
と
い
う
。
以
上
の
点
か
ら
す
れ

ば
、紅も

み
じ葉

山や
ま

文
庫
本
を
共
通
の
祖
本
と
す
る「
日
次
記
」

を
、徳
川
御
三
家
が
そ
れ
ぞ
れ
書
写
し
て
所
蔵
し
た
こ

と
が
想
定
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、共
通
の
祖
本
と
お
ぼ
し
き
紅
葉
山
文
庫

本
は
、現
在
の
所
ま
だ
発
見
で
き
て
い
な
い
。
本
年
八

月
、台
風
十
三
号
が
日
本
列
島
に
接
近
す
る
中
、吉
田
・

丸
山
・
浅
岡
・
手
嶋
・
芝
田
各
氏
と
と
も
に
再
び
東
京

に
赴
き
、内
閣
文
庫
の
三
本
全
て
と
国
会
図
書
館
一
五

四
冊
本
を
調
査
し
た
の
だ
が
、内
閣
文
庫
の
三
本
は
い

ず
れ
も
十
干
分
類
で
は
な
く
、鶏
・
狗
・
猪
・
羊
・
牛
・
馬
・

人
・
穀
に
員
外
を
加
え
る
と
い
う
、前
漢
・
東と

う

方ほ
う

朔さ
く『
占せ

ん

書し
ょ

』の
記
述
に
基
づ
く
分
類
方
法
が
取
ら
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、こ
れ
ら
三
本
は
い
ず
れ
も
紅
葉
山
文
庫
本
で

は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
国
会
図
書
館
本

も
、分
類
方
法
自
体
は
不
明
だ
が
、各
冊
の
原
装
表
紙

に
記
載
さ
れ
て
い
た
冊
数
が
内
閣
文
庫
二
二
〇
冊
本

と
一
致
す
る
の
で
、内
閣
文
庫
三
本
と
同
系
統
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、東
京
調
査
で
紅
葉
山
文
庫

本
を
確
認
す
る
は
ず
が
、別
系
統
の「
日
次
記
」に
遭
遇

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

「
日
次
記
」の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

以
上
の
よ
う
に
、「
日
次
記
」の
調
査
は
困
難
を
極
め

て
い
る
。
た
だ
し
、新
た
に
判
明
し
た
事
実
も
多
く
、

得
ら
れ
た
知
見
を
一
度
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、蓬
左
文
庫
典
籍
研
究
会
で
は
、来
た
る
二

〇
一
九
年
の
一
月
十
三
日（
日
）に
、蓬
左
文
庫
本「
日

次
記
」を
題
材
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ

と
に
し
た
。
当
日
は
、東
京
調
査
以
降
に
判
明
し
た
新

た
な
事
実
・
課
題
や
、紙
数
の
都
合
で
本
稿
に
盛
り
込

め
な
か
っ
た
事
柄
も
含
め
、「
日
次
記
」を
多
方
面
か
ら

検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
多
く
の
方
々
に
お
越

し
い
た
だ
き
、議
論
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

（
愛
知
大
学
准
教
授　

葊󠄅
瀬
憲
雄
）

図３　日次記　名古屋市蓬左文庫蔵

『
日
本
書
紀
』附
訓
、巻
五
奥
書
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展
示
室
１
・
２　
　
　

会期：平成31年1月4日（金）～ 2月3日（日）

企
画
展

書
は
語
る 

―
30
セ
ン
チ
の
エ
ス
プ
リ
―

　

懐か
い

紙し

は
、そ
の
名
の
通
り
本
来
は
懐

ふ
と
こ
ろに

入
れ
て
手
口
を
拭
っ
た
り
、

メ
モ
を
書
い
た
り
す
る
た
め
の
携
帯
用
の
紙
で
し
た
が
、十
世
紀
頃

か
ら
自
詠
の
和
歌
を
記
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
大
き
さ
は
身
分
や
時
代
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
が
、お
お

よ
そ
縦
30
セ
ン
チ
、横
40
～
50
セ
ン
チ
で
し
た
。
こ
の
懐
紙
を
縦
に

八
等
分
し
た
の
が
短
冊
で
、十
四
世
紀
頃
か
ら
登
場
し
ま
す
。

　

天
皇
や
公
家
、武
家
を
は
じ
め
、松ま

つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

や
池い

け
の
た
い
が

大
雅
、さ
ら
に
夏な

つ

目め

漱そ
う

石せ
き

や
正ま

さ

岡お
か

子し

規き

な
ど
近
代
文
学
を
代
表
す
る
文
化
人
ま
で
、懐

紙
や
短
冊
に
染
筆
さ
れ
た
書
を
通
じ
て
、歴
史
上
の
人
々
の
人
物
像

を
探
求
し
ま
す
。

八
条
宮
智
忠
親
王

花
山
院
定
好

短
たん

冊
ざく

貼
はり

交
まぜ

屏
びょう

風
ぶ

二曲一隻　江戸時代　寛永10年(1633)　徳川美術館蔵

　歌会には、主催者が事前に歌人たちに題を発表し、歌会当日までに和歌を集めて披露する兼題の
会と、歌会当日に歌人たちに題を示し、即座に詠んだ一首を披露する当座の会の二種類があった。
　本作品は短冊40枚を貼り込んだ屏風で、最後の1枚に「寛永十年二月十七日　御当座」とあるよ
うに、寛永10年（1633）2月17日に行われた当座歌会での一座の短冊である。四季と恋・雑からな
る組題39首の和歌が書かれており、上から3分の1に書かれた題は「寛永十年…」と書かれた一枚
と同一人物の筆跡、和歌は八

はち

条
じょうのみや

宮智
としただ

忠親王（1619~62）・妙
みょう

法
ほう

院
いんのみや

宮堯
ぎょう

然
ねん

入
にゅう

道
どう

親王（1602~61）をはじめ
花
か

山
ざん

院
いん

定
さだ

好
よし

（1599～1637）ら公卿・殿上人ら34名の染筆による。一人一首を原則とするが、一人
二首詠んだ例もある。
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展
示
室
１
・
２　
　

企
画
展

ひ
な
を
楽
し
む 

―
旧
家
の
ひ
な
飾
り
―

会期：平成31年2月9日（土）〜 4月7日（日）

　

古
く
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
三
月
最
初
の
巳み

の
日
に
人ひ

と

形が
た

を

使
っ
て
身
の
穢け

が

れ
を
水
で
祓
う
禊み

そ
ぎ

の
儀
式（
上じ

ょ
う

巳し

の
節
供
）が
、

江
戸
時
代
に
は
三
月
三
日
に
雛（
人
形
）を
飾
っ
て
女
児
の
成

長
を
祝
う
と
い
う「
雛
ま
つ
り
」に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ

の
行
事
が
普
及
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、内だ

い

裏り

雛び
な

と
調
度
類
、様
々

な
人
形（
雛
）を
華
や
か
に
飾
る
行
事
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
雛
ま
つ
り
の
人
気
を
背
景
に
、江
戸
時
代
に

は
様
々
な
大
き
さ
・
種
類
の
雛
人
形
が
、江
戸
や
上か

み

方が
た

で
、公く

家げ

や
町
方
の
好
み
を
反
映
し
な
が
ら
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
徳
川
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
た「
次じ

郎ろ
う

左ざ

衛え

門も
ん

雛び
な

」

を
特
別
公
開
い
た
し
ま
す
。
京
都
の
人
形
師
・
雛
屋
次
郎
左
衛

門
が
製
作
し
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
雛
は
、ま
る
で
物
語
絵
に
出

て
く
る
貴
族
の
よ
う
な
丸
い
顔
に
、小
さ
な
口
と
細
い
目
元（
引

き
目
）、小
さ
な
鼻（
鉤か

ぎ

鼻は
な

）が
特
徴
で
、江
戸
時
代
中
期
頃
に
登

場
し
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
古こ

雅が

な
面お

も

差ざ

し
は
と
り
わ
け
大

名
家
や
公
家
の
間
で
愛
さ
れ
た
よ
う
で
、公
家
・
大
名
家
や
門も

ん

跡ぜ
き

尼あ
ま

寺で
ら（
皇
族
・
貴
族
の
子
女
が
入
寺
す
る
寺
院
）に
伝
わ
る
作

品
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
企
画
展
で
は「
次
郎
左
衛
門
雛
」

の
ほ
か
庶
民
の
間
に
普
及
し
て
い
っ
た「
享き

ょ
う

保ほ
う

雛び
な

」・「
古こ

今き
ん

雛び
な

」

な
ど
、江
戸
時
代
か
ら
昭
和
に
い
た
る
様
々
な
雛
を
展
観
い
た

し
ま
す
。

御殿雛飾り　
明治時代　19世紀　志村正氏・恵子氏寄贈

享
きょう

保
ほう

雛
びな

　

江戸時代　徳川美術館蔵

次
じ

郎
ろう

左
ざ

衛
え

門
もん

雛
びな

　

江戸時代　個人蔵

江戸時代・享保年間（1716
～ 36）頃に登場したとい
われる、町方を中心に人
気を博した雛。
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「
痛
切
な
る
藩
論
」
？

　

尾
張
徳
川
家
十
四
代
当
主
の
慶よ

し

勝か
つ（

慶よ
し

恕く
み

）は
、幕
末

維
新
期
の
尾
張
藩
を
導
い
た
藩
主
で
あ
り
、写
真
術
を

愛
好
し
た「
写
真
家
大
名
」と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
慶
勝
の
生
家
は
尾
張
家
で
は
な
く
、尾
張
家
二
代

光み
つ

友と
も

が
二
男
義よ

し

行ゆ
き

に
つ
く
ら
せ
た
分
家
・
高た

か

須す

松
平
家

で
あ
る
。
分
家
出
身
の
慶
勝
が
尾
張
家
を
継
い
だ
背
景

に
は
、ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、尾
張
藩
政
史
の
古
典
と
も
い
え

る『
名
古
屋
市
史
』政
治
編
第
一（
一
九
一
五
年
）は
、慶

勝
を
待
望
す
る「
痛
切
な
る
藩
論
」が
容
れ
ら
れ
た
結

果
だ
と
し
て
い
る（
二
〇
七
頁
）。
こ
れ
は
次
に
見
る

よ
う
な
藩
政
の
動
向
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

「
押
し
付
け
養
子
」批
判
と
秀
之
助
待
望
論

　

尾
張
徳
川
家
は
寛
政
十
一
年（
一
八
〇
〇
）に
九
代

宗む
ね

睦ち
か

が
没
し
た
の
ち
、初
代
義よ

し

直な
お

か
ら
続
く
血
筋
が
断

絶
し
た
。
そ
の
後
、十
代
斉な

り

朝と
も

、十
一
代
斉な

り

温は
る

、十
二
代

斉な
り

荘た
か

、十
三
代
慶よ

し

臧つ
ぐ

と
将
軍
家
の
血
筋
か
ら
の
養
子
が

四
代
続
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
国
元
の
藩
士
た
ち
は
、

一
部
の
門
閥
層
が
、養
子
の
藩
主
を
担
ぎ
上
げ
て
藩
政

を
専
断
し
て
い
る
と
し
て
、強
い
不
満
を
抱
い
て
い
た
。

　

彼
ら
の
不
満
は
斉
温
の
死
去
直
後
、幕
府
の
上
使
に

よ
り
田
安
斉
荘
の
襲
封
が
確
定
し
た
天
保
十
年（
一
八

三
九
）に
噴
出
し
た
。
彼
ら
は
斉
荘
の
養
子
に
高
須
松

平
家
嫡
男
の
秀ひ

で

之の

助す
け（
の
ち
の
慶
勝
）を
迎
え
て
次
期

当
主
に
据
え
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
願
い
は

容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、批
判
を
浴
び
た
付つ

け

家が

老ろ
う

成な
る

瀬せ

正ま
さ

住ず
み

は
居
城
犬
山
へ
の
引
き
籠
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

な
ど
、藩
を
揺
る
が
す
大
騒
動
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、秀
之
助
は
国
元
の
藩
士
た
ち
か
ら
大

き
な
期
待
を
受
け
て
い
た
。
だ
が
、実
は
高
須
家
も
す

で
に
直
系
が
途
絶
え
て
お
り
、秀
之
助
の
父
義よ

し

建た
つ

と
母

規の
り

姫ひ
め

は
と
も
に
水
戸
徳
川
家
の
血
筋
で
あ
っ
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
秀
之
助
が
期
待
さ
れ
た
背
景
に
は
、叔
父

に
あ
た
る
水
戸
徳
川
家
九
代
斉な

り

昭あ
き（
規
姫
の
異
母
弟
）

の
存
在
が
あ
っ
た
。
秀
之
助
擁
立
派
が
付
家
老
竹た

け
の
こ
し腰

正ま
さ

富と
み

に
提
出
し
た
意
見
書
に
は
、斉
昭
へ
の
直
訴
を
ひ
と

ま
ず
思
い
と
ど
ま
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（『
名
古
屋
市
史
』政
治
編
第
一
、
五
九
六
頁
）。

　

斉
昭
は
文
政
十
二
年（
一
八
二
九
）、将
軍
家
か
ら
の

養
子
候
補
を
退
け
て
水
戸
家
を
継
ぎ
、門
閥
層
の
抵
抗

を
排
し
て
大
胆
な
藩
政
改
革
を
推
し
進
め
、幕
政
に
も

積
極
的
に
意
見
し
て
い
た
。
そ
の
姿
は
、「
押
し
付
け
養

子
」と
門
閥
層
の
専
横
を
批
判
す
る
尾
張
藩
士
た
ち
に

と
っ
て
、理
想
的
な
主
君
に
み
え
た
で
あ
ろ
う
。

『
名
古
屋
市
史
』へ
の
疑
問

　

以
上
の
経
緯
を
み
れ
ば
、『
名
古
屋
市
史
』の
説
明
は

妥
当
に
思
え
る
。
幕
府
は
度
重
な
る
押
し
付
け
養
子
に

よ
る
尾
張
藩
内
の
抗
争
再
発
を
懸
念
し
て
、つ
い
に
義よ

し

恕く
み（

秀
之
助
か
ら
改
名
）を
待
望
す
る「
痛
切
な
る
藩
論
」

を
容
れ
た
の
だ
、と
。
こ
の
点
は
、平
成
十
一
年（
一
九

九
九
）に
刊
行
さ
れ
た『
新
修
名
古
屋
市
史
』第
四
巻
で

も
踏
襲
さ
れ
て
い
る（
八
一
四
頁
）。

　

だ
が
、こ
う
し
た
待
望
論
が
幕
閣
の
判
断
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
を
、新
旧『
市
史
』は
示
し

て
い
な
い
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
前
後
の
状
況
か
ら
の
推

測
で
あ
り
、義
恕
の
襲
封
に
至
る
過
程
を
具
体
的
に
明

ら
か
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、『
愛
知
県
史
』資
料
編
21（
一
一

七
～
一
二
二
頁
）で
紹
介
さ
れ
た「
尾
張
藩
重
臣
文
書
」

（
名
古
屋
大
学
文
学
部
蔵
）中
の
尾
張
藩
年
寄
衆
の
書
簡

に
よ
っ
て
、こ
の
点
を
再
検
討
し
た
い（
以
下
、〈　

〉内

は『
愛
知
県
史
』の
史
料
番
号
）。

将
軍
家
の
血
筋
を
維
持
し
た
い
年
寄
衆

  

尾
張
家
十
三
代
慶
臧
の
病
が
重
篤
に
な
っ
て
い
た
嘉

永
二
年（
一
八
四
九
）四
月
、江
戸
の
年と

し

寄よ
り

衆
は
継
嗣
決

定
の
た
め
幕
閣
と
の
協
議
を
は
じ
め
た
。
慶
臧
は
わ
ず

か
十
四
歳
、婚
姻
前
で
も
ち
ろ
ん
実
子
は
い
な
い
。
そ

こ
で
年
寄
衆
は「
御
威
光
」を
維
持
す
る
た
め
、こ
れ
ま

で
通
り
将
軍
家
周
辺
か
ら
跡
継
を
探
し
た
。
だ
が
、十

二
代
将
軍
家い

え

慶よ
し

の
男
子
は
世
継
ぎ
の
家い

え

定さ
だ

以
外
早
逝
が

続
い
て
い
た
。
御ご

三さ
ん

卿き
ょ
う

も
、清
水
家
は
先
に
当
主
斉な

り

彊か
つ

が
紀
州
家
に
入
っ
た
の
ち
当
主
不
在
、一
橋
と
田
安
に

も
男
子
が
お
ら
ず
、幕
府
か
ら
は
こ
れ
以
上
手
薄
に
な

る
こ
と
へ
の
憂
慮
が
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
、御
三
家
同

徳
川
慶
勝
の
襲
封
と
そ
の
背
景
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羽
賀
祥
二
＋
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編

『
名
古
屋
と
明
治
維
新
』好
評
発
売
中
！

　
（
風
媒
社
、二
二
〇
〇
円
）

士
の
養
子
嗣
は
前
例
が
な
か
っ
た〈
83
〉。

　

そ
の
た
め
年
寄
衆
は
一
計
を
案
じ
、十
二
代
斉
荘
の

息
女
利と

し

姫ひ
め

か
釧せ

ん

姫ひ
め

と
、高
須
家
の
五
男
鎮や

す

三ざ
ぶ

郎ろ
う

と
の
縁

組
を
企
て
た
。「
庶
流
」の
高
須
家
出
身
で
も
斉
荘
の
息

女
と
縁
組
す
れ
ば
血
筋
を
維
持
で
き
る
か
ら
で
あ
る

〈
83
〉。そ
れ
は
斉
荘
の
正
室
貞て

い

慎し
ん

院い
ん

の
望
み
で
も
あ
り
、

斉
荘
の「
御ご

遺い

慮り
ょ

」と
も
さ
れ
た〈
85
〉。

　

こ
の
と
き
高
須
家
嫡
子
の
義
恕
は
、す
で
に
二
本
松

丹
羽
家
の
矩か

ね

姫ひ
め

と
の
縁
組
が
決
ま
っ
て
い
た
た
め
継
嗣

候
補
か
ら
外
れ
た
。
ま
た
、利
姫
は
慶
臧
と
の
縁
組
が

決
ま
っ
て
い
た
点（
急
病
で
破
談
）が
難
と
な
り
、鎮
三

郎
の
結
婚
相
手
は
釧
姫
に
絞
ら
れ
た〈
85
〉。

　

一
方
、隠
居
の
十
代
斉
朝
は
、一
橋
慶よ

し

喜の
ぶ（
斉
昭
七
男
）

か
水
戸
慶よ

し

篤あ
つ（

斉
昭
長
男
）の
弟
を
利
姫
・
釧
姫
に
配
偶

さ
せ
る
こ
と
を
望
み
、そ
う
で
な
け
れ
ば
義
恕
を
望
ん

だ〈
84
〉。
水
戸
家
の
男
子
と
義
恕
を
候
補
に
挙
げ
た

の
は
興
味
深
い
が
、斉
荘
の
息
女
と
縁
組
さ
せ
る
こ
と

を
第
一
に
望
ん
だ
点
は
年
寄
衆
や
貞
慎
院
と
共
通
し
て

い
た
。

伯
母
と
甥
の
結
婚
が
難
点
に

  

だ
が
、釧
姫
と
鎮
三
郎
の
縁
組
に
は
、大
き
な
難
点
が

あ
っ
た
。鎮
三
郎
は
十
三
代
慶
臧
の
養
子
と
な
る
の
で
、

続
き
柄
で
い
え
ば
伯
母
に
あ
た
る
釧
姫
と
婚
姻
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

義
理
と
は
い
え
伯
母
と
甥
の
婚
姻
は
不
自
然
で
あ

り
、年
寄
衆
は
前
例
を
探
し
求
め
た
。
そ
こ
で
持
ち
出

し
た
の
が
、享
保
年
間
の
津
山
松
平
家
に
お
い
て
、松
平

浅
五
郎
の
養
子
又
三
郎
が
、浅
五
郎
の
姉
妹
と
婚
姻
す

る
前
提
で
跡
を
継
い
だ
事
例
で
あ
っ
た〈
86
〉。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
事
例
に
は
大
き
な
問
題
が
存
在
し

た
。
実
は
こ
の
と
き
、幕
府
は
末ま

つ

期ご

養
子
の
罰
と
し
て

津
山
松
平
家
十
万
石
を
一
旦
収
公
し
、新
た
に
五
万
石

を
又
三
郎
に
下
し
て
い
た
の
だ〈
86
〉（
新
訂
増
補
国
史

大
系『
徳
川
実
紀
』第
八
篇
、四
一
六
頁
）。
又
三
郎
は

新
た
に
家
を
立
て
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、か
な
り
特

殊
な
事
例
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

結
局
、閏
四
月
二
十
三
日
朝
、老
中
阿
部
正
弘
に
呼
び

出
さ
れ
た
成
瀬
・
竹
腰
は
、義
恕
襲
封
と
い
う
幕
府
の

内
意
を
伝
え
ら
れ
た
。
幕
府
は「
養
方
伯
母
」と
鎮
三

郎
の
婚
姻
を
問
題
視
し
、津
山
松
平
家
の
事
例
も
こ
の

た
び
の
尾
張
家
と
は
見
合
わ
な
い
と
し
て
斥
け
た
の
で

あ
る
。
年
寄
衆
に
と
っ
て
、こ
の
結
果
は「
甚
残
念
」で

あ
り
、貞
慎
院
も「
御
歎
息
」し
た〈
86
〉。

男
子
不
足
の
将
軍
家
と
御
三
卿

  

以
上
の
経
緯
の
大
前
提
は
、当
時
将
軍
家
と
御
三
卿

に
男
子
が
極
め
て
乏
し
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

か
つ
て
田
安
斉
荘
に
尾
張
家
を
継
が
せ
た
よ
う
に
、田

安
慶よ

し

頼よ
り（
慶
臧
の
異
母
兄
）を
尾
張
家
に
入
れ
れ
ば
、清

水
家
に
続
い
て
田
安
家
ま
で
当
主
不
在
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
れ
を
補
お
う
と
す
れ
ば
、玉
突
き
式
に
跡
継
ぎ

問
題
が
発
生
す
る
恐
れ
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

尾
張
藩
か
ら
は
釧
姫
と
鎮
三
郎
の
縁
組
を
提
案
さ
れ

た
が
、伯
母
と
甥
の
婚
姻
は
い
か
に
も
不
自
然
だ
。
こ

と
は
諸
大
名
の
範
と
な
る
べ
き
御
三
家
筆
頭
の
継
嗣
問

題
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
異
例
は
避
け
た
い
。

　

と
な
れ
ば
む
し
ろ
、高
須
家
当
主
義
建
か
嫡
男
義
恕

に
継
が
せ
る
方
が
無
難
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
す
で
に

五
十
一
歳
と
高
齢
の
義
建
よ
り
は
、若
年
の
義
恕
が
望

ま
し
い
だ
ろ
う
。
実
際
、義
建
は
二
年
後
に
隠
居
し
て

い
る
。「
痛
切
な
る
藩
論
」を
容
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、

こ
う
し
て
選
択
肢
が
限
定
さ
れ
た
結
果
、幕
府
は
義
恕

を
選
ん
だ
と
考
え
た
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
は
あ
く
ま
で
幕
府
側
の
史
料
を
欠
い
た
状
態
で

の
推
論
で
あ
り
、ご
批
正
を
乞
い
た
い
。
だ
が
将
軍
家

と
御
三
卿
の
男
子
不
足
と
い
う
前
提
を
抜
き
に
、こ
の

過
程
を
説
明
で
き
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

（
学
芸
員　

木
村
慎
平
）

　明治維新から150年。幕末
尾張の政治・社会はどのよう
に変動したのか？新史料も用
いて、変革期の尾張名古屋の
歴史をひもとく。
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本
書
は
、助
け
た
鶴
が
人
間
の
女
性
と
な
っ
て

現
れ
婚
姻
を
結
ぶ
と
い
う「
鶴つ

る

女に
ょ
う
ぼ
う房

」型
の
物
語

を
絵
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
は
未
詳
、寛か

ん

文ぶ
ん

年
間（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）前
後
の
作
品

と
思
わ
れ
る
。『
鶴つ

る

の
草そ

う

子し

』は
、民
間
昔
話
の
面

影
を
残
す
室
町
時
代
末
期
成
立
の「
一
冊
本
」系

統
と
、よ
り
物
語
化
が
す
す
ん
だ
江
戸
時
代
初
期

成
立
の「
三
冊
本
」系
統
が
知
ら
れ
て
お
り
、本

書
は
後
者
の
下
冊
に
あ
た
る
。
三
冊
本
系
統
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

猟
師
に
捕
ら
え
ら
れ
た
鶴
を
助
け
た
主
人
公
の

男
・
宰さ

い

相し
ょ
う

は
、翌
日
現
れ
た
美
し
い
女
と
契
り
、そ

の
持
参
金
で
裕
福
に
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
時
、

女
を
奪
お
う
と
す
る
守
護
の
宮み

や

崎ざ
き

が
軍
勢
を
率
い

て
攻
め
寄
せ
て
く
る
が
、女
の
不
思
議
な
力
に
よ

っ
て
撃
退
さ
れ
る
。
そ
の
後
、宰
相
を
極
楽
の
ご

と
き
隠
れ
里
に
案
内
し
た
女
は
、自
分
の
正
体
が

か
つ
て
命
を
救
わ
れ
た
鶴
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る

と
、来
世
で
の
再
会
を
約
束
し
飛
び
去
っ
た
。女
は

や
が
て
三さ

ん

条じ
ょ
う

内な
い

大だ
い

臣じ
ん

の
娘
・
玉た

ま

鶴つ
る

姫ひ
め

へ
と
転
生
し
、

不
老
の
身
と
な
っ
た
宰
相
と
再
会
。
結
婚
し
た
二

人
は
子
宝
に
恵
ま
れ
、末
永
く
幸
せ
に
暮
ら
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
短
編
の
物
語
草
子
は
、室
町
時

代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て
流
行
し
、「
奈な

良ら

絵え

」と
呼
ば
れ
る
彩
色
の
挿
絵
を
と
も
な
っ

て
人
々
に
親
し
ま
れ
た
。
こ
と
に
江
戸
時
代
前

期
に
は
、絵
巻
・
絵
本
を
商
品
と
し
て
扱
う「
絵え

草ぞ
う

紙し

屋や

」が
、詞こ

と
ば
が
き書

筆
者（
筆ひ

っ

耕こ
う

）と
絵
師
に
仕

事
を
割
り
振
り
、詞
と
絵
を
統
合
し
て
ひ
と
つ

の
作
品
に
仕
上
げ
て
い
た
。
絵
草
紙
屋
は
、当

時
豪
華
本
を
嫁
入
り
の
際
の
調
度
品
と
し
て
い

た
大
名
家
や
、裕
福
な
商
人
の
依
頼
を
受
け
、絵

本
・
絵
巻
を
制
作
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
も
絵
草
紙
屋
に
よ
っ
て
、嫁よ

め

入い
り

本ぼ
ん

の
類
と

し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
挿
絵
の

筆
致
は
丁
寧
で
、霞
や
着
物
の
文
様
に
金
を
贅
沢

に
用
い
て
い
る
。
詞
書
は
、同
時
期
の
豪
華
な
絵

本
・
絵
巻
に
ま
ま
見
ら
れ
る
筆
跡
と
同
じ
手
で
あ

り
、豪
華
本
を
扱
っ
た
絵
草
紙
屋
の
商
品
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
嫁
入
本
に
は
祝
儀
性

の
あ
る
内
容
が
好
ま
れ
た
が
、不
老
長
寿
・
一
家

繁
昌
の
結
末
を
持
つ『
鶴
の
草
子
』は
、嫁
入
本
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

蓬
左
文
庫
に
は
、名
古
屋
の
近
世
文
学
研
究

者
で
あ
る
尾お

崎ざ
き

久き
ゅ
う弥や(

一
八
九
〇
～
一
九
七
二
）

の
蔵
書
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
。
尾
崎
久
弥
は
、

浮
世
絵
や
絵
入
り
本
な
ど
、江
戸
庶
民
文
芸
の

コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
た
人
物
で
あ

る
。
本
書
に
附
属
す
る
尾
崎
直
筆
の
メ
モ
に
は

「
伝
藩
老
渡
辺
氏
旧
蔵
」と
あ
り
、尾
張
藩
と
の

つ
な
が
り
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
下
冊
の
み
の

残
欠
本
で
あ
り
な
が
ら
、江
戸
時
代
前
期
の
豪

華
本
の
風
情
を
十
分
に
伝
え
る
作
品
で
あ
る
。

（
司
書　

末
松
美
咲
）

蓬左文庫

鶴つ
る

の
草そ

う

子し




